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九重火山からの火山性二酸化炭素放出量の推定
Estimation of volcanic carbon dioxide emission rate from Kuju Volcano, Japan
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大分県九重火山の熱水系の数値モデル構築のデータとするために、九重火山地域からの火山性二酸化炭素放出量の推
定を行った。
まず、二酸化炭素放出の形態として、火山中心部の噴気孔からの噴気によるもの、噴気孔周辺の裸地の土壌ガスによ

るもの、山腹部の土壌ガスによるもの、山麓の温泉水によるものの 4つを考え、それぞれについて過去の研究結果や現
地測定結果から具体的な数値を見積もった。噴気孔からの噴気によるものとしては、観測結果より現在の九重火山の活
動が 1995年水蒸気爆発以前の状態に戻っていると判断し、江原ほか（1981）が示した約 166 t/日を採用した。噴気孔周
辺の裸地の土壌ガスによるものとしては、糸井（1993）が示した土壌二酸化炭素濃度分布の結果を、九重火山で蘭ほか
（2008）により行われた北川式ガス検知管と CO2 流量計による土壌二酸化炭素測定の結果から得られた、二酸化炭素濃
度から流量への換算式により換算して、約 0.8 t/日と見積もった。山腹部の土壌ガスについては、北川式ガス検知管によ
る 60点の土壌二酸化炭素濃度測定と共に、15点の土壌ガスサンプルについて炭素同位体分析を行い二酸化炭素の起源を
推定した。その結果、山腹部についてはほぼ全てが有機物起源の二酸化炭素であると考えられ、火山起源の二酸化炭素
放出量は 0 t/日とした。最後に、山麓の温泉水によるものとしては、岩倉ほか（2000）により火山起源の炭酸泉であると
示されている長湯温泉を考え、平均湧出量と平均二酸化炭素濃度より約 5.0 t/日という放出量を得た。
以上より、九重火山からの火山性二酸化炭素の放出量は、噴気孔からの噴気と温泉水によるものが卓越していると推

定された。
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